
平成２５年９月教育委員会会議（定例会）会議録 

１ 日 時  平成２５年９月２５日（水）午後１時３０分～午後３時２５分 

２ 場 所  所沢市役所６階 ６０２会議室 

 

３ 出席者［委 員］冨田常世委員長、京谷圭子委員長職務代理者、吉本理委員、 

          中川奈緒美委員、寺本彰委員、内藤隆行教育長  

     ［事務局］平野澄彦教育総務部長、川音孝夫学校教育部長、斉藤雅裕教育

総務部次長、齋藤敏男学校教育部次長兼学校教育課長、北健志

教育総務担当参事兼教育総務課長、北田賢司教育施設担当参事

兼教育施設課長、横須賀邦子教育センター担当参事兼教育セン

ター所長、浅野浩一社会教育課長、冨田一成文化財保護課長、

比留間嘉浩生涯学習推進センター所長、岸企子所沢図書館長、

師岡林保健給食課長、市川雅美教育総務課主幹兼教育企画室長、

海老沢康子スポーツ振興課主幹、沼田芳行学校教育課教育指導

担当主幹兼健やか輝き支援室長、鈴木克彦学校教育課指導主事 

     ［書記］ 鈴木明彦教育総務課副主幹、青木穂高教育総務課主任 

４ 前回会議録の承認 

５ 会議の傍聴者 別添のとおり（３名） 

 

６ 開 会 本日の議事について、請願第１号の１件と、議案第１７号から議案第２

１号の５件。請願第１号は、個人情報の保護並びに意思決定の中立性を

保つ必要がある審査のため、また議案第２１号は、個人情報の保護に関

する審議のため、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成

し、非公開で審議されることに決定した。 

【 傍聴者３名・関係者以外の職員退室 午後１時３４分 】 

７ 議 題 

●請願第１号 請願者が所沢市立狭山ヶ丘中学校に対して行った申出の件について、所

沢市立狭山ヶ丘中学校が平成２５年７月２９日付けで決定した、請願者

の申出を拒否されたことにともなう本決定を、所沢市立狭山ヶ丘中学校

が撤回して請願者の申出を行うようにすること及び所沢市教育委員会

が本請願に基づき所沢市立狭山ヶ丘中学校に請願者の申出を行うよう

にするとの指導する採決を求める件に関する請願に関する請願につい 



       て 

北教育総務担当参事から提出された請願書の概要について、説明がなされた。 

また、請願者より請願書の内容に沿って意見陳述がなされた。 

《 削除 》 

※ 冨田委員長の採決により、出席委員全員が賛成し、不採択とされた。 

 

●議案第１７号 所沢市教育委員会会議規則の一部を改正する規則制定について 

資料に則り、北教育総務担当参事から説明がなされた。 

以下、質疑。 

(内藤教育長) 

 第３条２項は、従前に行っていた委員長選挙のやり方を明記したということで 

よろしいでしょうか。 

（北教育総務担当参事） 

 そのとおりです。先月の定例会の協議事項において、そのようなご意見があり 

ましたので、明記させていただきました。 

※冨田委員長の採決により、出席委員全員が賛成し原案どおり可決された。 

 

●議案第１８号 所沢市立小中学校教職員安全衛生管理規程について 

資料に則り、齋藤学校教育部次長から説明がなされた。 

以下、質疑。 

 (寺本委員) 

   この規程は今までなかったようですが、そのことで何か不都合が生じた事例はあ

りますか。 

 (齋藤学校教育部次長) 

今までは市の規程を準用しており、これまでに不都合を生じたことはありません

でしたが、平成２４年３月に文部科学省から、学校における労働安全衛生管理体

制の整備のために、教職員が教育活動に専念できる適切な労働環境の確保に向け

て規程を整備してほしいということでしたので、ここで改めて整備するというこ

とです。 

 （沼田学校教育課主幹） 

   補足ですが、教職員５０人以上の学校、当市では所沢中学校の例ですが、産業医

を配置しており、この規則にあるようなことを既に取り組んでいます。 

 （吉本委員）  

   この規程はもともと県に同じような規程があって、それを参考にして作られたの

でしょうか。それとも、初めて市で作って、初めてここで協議されているのでし

ょうか。あるいは、文部科学省から例示を示されたのか、そういう流れを教えて



ください。 

 （齋藤学校教育部次長） 

   所沢市では平成１０年から所沢市教育委員会職員安全衛生管理規程があり、それ

を基にして県費負担の教職員を対象にした規程を整備したということです。 

 （寺本委員） 

   常勤職員でない方が、いろいろな形で学校に配置されていると思いますが、 

   そういう方たちの安全衛生管理の保障が見落とされていないか、確認したいと思

います。 

 （齋藤学校教育部次長） 

   市の安全衛生管理規程の中で、対応できると思います。 

※冨田委員長の採決により、出席委員全員が賛成し原案どおり可決された。 

 

●議案第１９号 所沢市立小・中学校教職員服務規程の一部を改正する訓令について 

資料に則り、齋藤学校教育部次長から説明がなされた。 

質疑は特になし。 

※冨田委員長の採決により、出席委員全員が賛成し原案どおり可決された。 

 

【 傍聴者２名退室 午後３時２８分 】 

 

●議案第２０号 平成２６年度当初所沢市立小・中学校教職員人事異動の方針につい

て 

資料に則り、齋藤学校教育部次長から説明がなされた。 

以下、質疑。 

（冨田委員長） 

   所沢市の場合では昨年度と変更はないということですが、人事異動の方針も細部

事項も、県の方針との違いは何かありますか。 

（齋藤学校教育部次長） 

  市の方針等は県のものを基に作られていますので、県と違うものではありません。 

（冨田委員長） 

  退職予定者の状況は、県も市も昨年とあまり変わらないのでしょうか。人事上の

課題は、特にありますか。 

（齋藤学校教育部次長） 

  昨年度から、西部教育事務所では経験人事で、５年以内の若手の教職員を他市に

転任させることを、西部事務所管内で調整しながら異動させています。５年にな

る前に、若手の教職員の異動に基づく転出・転入が比較的多いということがあり

ます。また、退職に伴う再任用の割合が、他市に比べて当市は多い状況になって



います。 

（寺本委員） 

  昨年までは、勧奨退職の対象者は５０歳以上だったと思いますが、今回の規程で

は平成２６年度に４５歳から５０歳になられる先生になりますが、この資料は一

般教職員に配布されるのでしょうか。 

（齋藤学校教育部次長） 

  この教育委員会会議で市の人事異動の細部事項が承認されれば、明日の臨時校長

会において校長に示して、１０月１日に一般教職員に周知する予定です。 

※冨田委員長の採決により、出席委員全員が賛成し原案どおり可決された。 

 

●議案第２１号 平成２５年度当初所沢市教育功労者の表彰について 

資料に則り、北教育総務担当参事から説明がなされた。また、芸術・文化面におい

て活躍した市立小中学校の団体について、齋藤学校教育部次長から説明がなされた。 

質疑は特になし。 

※冨田委員長の採決により、出席委員全員が賛成し原案どおり可決された。 

 

９ 報告事項 

○学期制の検討について 

 平野教育総務部長より、以下のとおり報告がなされた。 

８月の教育委員会会議（定例会）において、委員より学期制について検討する組織

を立ち上げたほうがいいという意見があったことを受け、教育長の指示のもと、教

育総務部、学校教育部の両部次長を中心とした関係職員９名で構成する、3学期制

移行を前提とした課題とその解決方法を検討する委員会を立ち上げた。名称は「教

育課程の新しい枠組みを考えるプロジェクト会議」というもので、枠組みなどを今

後多面的に研究するという方針について、実務的な内容に絞って検討しようという

もので、まず内部で検討するものである。９月に２回会議を開催し、事業時数の確

保や評価の時期等について検討した。今後も数回会議を開き、１０月末には一定の

方向性を出した後、外部を含めた検討委員会を立ち上げたいと考えている。 

○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課） 

○所沢市教育委員会の 9月から 12月までの主な行事予定について（教育総務課） 

○スポーツ推進審議会への諮問及び答申について（スポーツ振興課） 

 

以下、質疑。 

 (内藤教育長) 

  本日、議決した学校職員の服務規程等については、明日の臨時校長会において周知



し、徹底していきたいと思います。また、先ほど３学期制移行に関してプロジェク

ト会議を発足したという方向がありましたが、それについては１０月２日の定例校

長会において、７月、８月の教育委員会会議定例会における議論の内容、９月議会

における市議会の動き、教育委員会内のプロジェクト等について、校長に報告した

いと思います。 

（寺本委員） 

「教育課程の新しい枠組みを考えるプロジェクト会議」の検討結果が、１０月の定

例会である程度のレジュメの形で出していただけるのでしょうか。 

（平野教育総務部長） 

  時間の関係もあり、新しい枠組みという議論を３学期制に移行するための検討とい

うことで、極めて絞って検討したいとは思いますが、１０月にどの程度会議を開催

するかにもよりますので、必ず１０月の定例会において一定の方向性を決めた内容

のレジュメをお示しすることができるかは、わかりません。口頭だけでも報告でき

るようにはしたいと思います。 

（寺本委員） 

  プロジェクト会議で決定したことではなくても、話し合った項目だけでもいいので、

メモをいただけると助かります。 

（平野教育総務部長）  

  会議を進めるに当たって、検討事項について協議しました。その内容は、授業時数

の確保のためにはどのような方法があるか、評価について通知表をいつ出どのよう

な方法で出すのか、学校行事の実施時期がどうなるのか、給食の実施日数がどのよ

うに変わっていくのか、長期休業の取り方はどのようになるのか、土曜授業を導入

する場合にはどのような方法が考えられるか、学校管理規則の改正に当たってはど

のような文言がよいのか、以上 7項目を検討事項として進めていきたいと思います。 

 

１０ その他 

・教育委員会 10月臨時会：10月 7日（月） 午前 9時 30分～ ６０１会議室 

・教育委員会 10月定例会：10月 30日（水）午前 10時～      ６０２会議室 

・教育懇談会       ：10月 30日 (水) 午後               ６０４会議室 

・教育委員会 11月定例会：11月 26日（火）午前 10時～ 

教育センター大研修室 

・平成２５年度教育功労者表彰式：11月 26日（火）午前 10時～ 

教育センターセミナーホール 

１１ 閉 会 午後３時２５分 


